
平成２８年９月２６日

議 員 各 位

                       総務文教常任委員会

                       委員長  喜々津 英 世

委 員 長 報 告 書

総務文教常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定

により報告いたします。

１.審査期間：平成２８年９月１２日～２１日

２.付託された議案等

議案番号 件        名 結 果 

４４ 平成２８年度長与町一般会計補正予算（第３号） 
全会一致

可  決

４５ 平成２８年度長与町駐車場事業特別会計補正予算(第１号) 
全会一致

可  決

５０ 平成２７年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 
賛成多数

認  定

５１ 
平成２７年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

全会一致

認  定



- 1 - 

総務文教常任委員会 委員長報告書 

議案第４４号 平成２８年度長与町一般会計補正予算（第３号） 

【提案理由・主な内容】 

 今回の補正は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ９，１７８万２千円を追加し、補正後の総 

額を１２４億３，３７６万４千円とするもの。 

○歳入の主なものは 

１３款国庫支出金では、災害復旧費負担金や道路橋りょう費補助金などに、総額９２５万６千

円を計上。 

１４款県支出金では、青年就農給付金７５万円など、総額１０５万円を計上。 

 １７款繰入金では、駐車場事業及び後期高齢者医療並びに土地区画整理事業特別会計の前年度

決算額確定により、各特別会計からの繰入金９０２万１千円を計上。 

 １８款繰越金は、今回の補正予算の財源調整として、７，９８８万５千円を計上。 

２０款町債は、新たに災害復旧事業充当起債６０万円を計上。発行可能額が確定した臨時財政 

対策債を８５３万円減額。合わせて７９３万円の減額計上。 

○歳出の主なものは 

  人件費に関しては、町長等の共済費が６６万７千円の増。一般職は、給料で昇給に伴う増が 

１，４６２万２千円、採用・退職・配置転換などによる減が１，２０５万３千円で、合わせて 

２５６万９千円の増。職員手当が１８０万４千円の減。共済費が５５５万円の減となっている。 

人件費以外の主なものは 

２款総務費は、電算システム運用開発委託料７８６万３千円。評価替に伴う航空写真撮影業務

委託料８４４万１千円など増があるが、総額１，３５２万６千円の減額計上。 

 ３款民生費は、地域介護・福祉空間整備等補助金９２万７千円。機構改革による人件費の増な

どで、総額３，５８１万２千円を計上。 

４款衛生費は、Ｂ型肝炎の予防接種委託料５５４万１千円の増。機構改革による人件費の減な

どで、総額１，２８６万２千円の減額計上。 

 ６款農林水産業費は、三根郷の農畜産物加工処理施設の解体工事費１，４００万円など、総額

２，８６７万８千円を計上。 

８款土木費は、道路橋りょう費に３，３１０万１千円など、総額４，０４３万１千円を計上。 

１０款教育費は、図書館整備工事費１８３万８千円など、総額１，０３３万８千円を計上。 

  以上のような説明があった。 

審 査 日  平成２８年９月１２日（月） 

出席委員  喜々津英世   中村美穂   安部 都   金子 恵   安藤克彦  

 岩永政則  山口憲一郎  堤 理志 

説 明 員  荒木総務部長、久保平企画財政部長、久松住民福祉部長、谷本健康保険部長 

緒方建設産業部長、帯田教育次長 その他関係課長及び職員 
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【主な質疑】 

〇総務部関係 

質疑： 町長・副町長・教育長の共済費が増額されているが、この理由は何か。 

答弁： ２８年度当初予算計上時に、本来は１２カ月分を計上すべきところ、誤って１０カ月と 

していたことが発覚したため、今回補正処理を行った。 

〇建設産業部関係 

質疑： 青年就農給付金７５万円は、新規就農者に対する補助金と思うが、補助の期間など制度

の仕組み、対象者の就農計画はどうなっているのか。 

答弁： 経営開始から軌道に乗るまで定額給付となっている。年間１５０万円を限度に最長５年 

   間受給できるが、所得が３５０万円を超えると給付停止となる。補助対象者の５年後の経 

営面積は、中晩柑類２，０００㎡、桃１，０００㎡、野菜類２，０００㎡を計画している。 

質疑： 農畜産物加工施設の解体は、土地の賃借料を考えると、早めに解体し返却すれば少なく

なるのではないか。 

答弁： 地権者と協議をしたうえで、３月末までの賃貸借契約としている。３月までの賃料は払 

う必要がある。 

〇生活福祉部関係 

質疑： 予防接種委託料が組まれているが、肝炎の予防接種は何人ぐらいを予想しているのか。 

答弁： Ｂ型肝炎の予防接種は、対象年齢がゼロ歳であり、４３０名程度を予定している。３回

の接種が必要であり、今年度中は８０５件を想定し、予算を計上している。 

〇教育委員会関係 

質疑： 図書館整備工事費は雨漏り工事とのことだが、５年くらい前にもあったのではないか。

新しい図書館ができるまでには、かなりの工事が必要になるのではないか。 

答弁： ５年くらい前の工事については資料を持っていないが、今後の修理または改修工事につ 

いては、今年度策定する長与町公共施設総合管理計画に基づき、順次重要性のあるものか 

ら工事が行われるものと考えている。 

主な質疑は、以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決した。

議案第４５号 平成２８年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

【提案理由・主な内容】 

 今回の補正は、予算総額に歳入歳出それぞれ１４７万円を追加し、補正後の総額を８４０万２ 

審 査 日  平成２８年９月１２日（月） 

出席委員  喜々津英世   中村美穂   安部 都   金子 恵   安藤克彦 

   岩永政則  山口憲一郎  堤 理志 

説 明 員  荒木総務部長  井川契約管財課長ほか関係職員 
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千円とするもの。 

〇歳入 

２款繰越金は、２７年度駐車場事業特別会計の決算における剰余金１４７万円を計上。 

○歳出 

１款総務費は、一般会計への繰出金として１４７万円を計上。 

 以上のような説明がった。 

慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決した。 

議案第５０号 平成２７年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 

【提案理由・主な内容】 

〇歳入 

 歳入全体の収入済額は１２９億７，０７０万１，１５４円（前年比約１億６，５９４万円増）。

不納欠損額は１款町税、１２款使用料及び手数料を合わせて７３３万１，８３２円（前年比約２

３９万円減）。国・県支出金を除く収入未済額の合計は２億８３１万８，８５８円（前年比約２，

６２０万円減）となっている。 

 町税の収納率は、「主要な施策の成果に関する報告書」に記載のとおり、全税目合計で９６．

１３％となり、平成元年以降最高の成果を上げている。これはコンビニ収納などの納付環境の整

備とともに、収納推進専門員採用の成果が、給与や不動産などの差し押さえを含めて、担当職員

の徴税意識の向上及び徴収努力につながり、成果として表れている。 

 財源別収入を見ると、町税など自主財源比率は４８．２％、依存財源比率は５１．８％でほぼ

前年並みとなっている。基金からの繰入金は前年度より減少しているが、約７億７５９万１千円

となっている。 

〇歳出 

 支出済額は１２３億５，３６１万８，２８１円（前年比約２億６，２６４万円増）。翌年度繰

越額は４億８，７３９万２千円（前年比４，１１６万５千円減）となっている。 

 性質別では、義務的経費は５５億４３９万円で、前年比１億９，８５８万８千円の減となって

いるが、うち扶助費は３億６，７１２万４千円増加している。投資的経費は１３億７，９８６万

３千円で、前年比１，４０６万７千円の減。その他経費は５４億６，９３６万６千円で、前年比

４億７，５２９万８千円増加している。 

審 査 日  平成２８年９月１２日（月）～ ２１日（水） 

出席委員  喜々津英世   中村美穂   安部 都   金子 恵   安藤克彦 

   岩永政則  山口憲一郎  堤 理志 

説 明 員  荒木総務部長、久保平企画財政部長、久松住民福祉部長、谷本健康保険部長 

緒方建設産業部長、帯田教育次長、谷本会計管理者、中山議会事務局長 

森農業委員会事務局長 その他関係課長及び職員 
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〇収支状況 

 歳入総額１２９億７，０７０万１千円。歳出総額１２３億５，３６１万９千円。歳入歳出差引

額は６億１，７０８万２千円の黒字で、繰越明許費繰越額６，４４８万８千円を引いた実質収支

額は５億５，２５９万４千円（前年比８２４万８千円減）の黒字であるが、前年度実質収支を差

し引いた単年度収支は８２４万８千円の赤字である。また、実質単年度収支も積立金取崩額が約

２，８６６万３千円あり、前年度より大幅に改善したものの、３，５７８万３千円の赤字となっ

ている。２３年度以降赤字の状態が続いている。 

以上のような説明があった。 

【主な質疑】 

〇総務部関係 

質疑： 広報担当者は、イベントなどの取材の関係上、土・日・祝祭日の仕事が多いと思うが、

健康管理の点から代休が取れる体制になっているのか。 

答弁： 以前は、広報担当が１名で全部のイベントに出ていたが、現在は２名体制を取っている。 

大きなイベントは2人とも出てもらっているが、基本的には交替で出ており、以前より負

担は減っている。代休も適正に取れている。 

質疑： 危機管理専門員の活動が見えない。町民も良く分かっていないのではないか。業務の内

容、２７年度の相談実績はどうなっているのか。 

答弁： 行政に対する暴力及び不当要求行為に対応するとともに、職員への指導助言や職員研修

も実施している。また、消費生活相談や関係機関との連絡調整にも当たっている。２７年

度の相談件数は８１件である。 

質疑： 地域支えあいＩＣＴモデル事業の経緯を見ていて、一番まずかったのは機器の不具合と

思うが、メーカーの責任もあるのではないか。説明はあったのか。 

答弁： 事業が継続できなかった原因は、機器の不具合や安定した稼働が見込めなかったことが

大きい。メーカーから「基盤の汚れが原因で、長与町には不具合のものが入っていた」と

の説明があった。 

〇企画財政部関係 

質疑： 特別交付税が減っているが、熊本地震等の影響により、今後も減らされるのではないか。 

答弁： ４月の熊本地震、その後北海道・東北地方の水害が発生している。県からは今年の交付

は、前年度実績よりも３０％程度落ちるとの連絡があっている。５千万円を切ると想定し

ている。 

質疑： 経常収支比率が５ポイント程度改善されているが、理由は何か。 

答弁： 経常一般財源である地方消費税交付金が、２６年度に比べて約３億円増えて６億８千万

円程度になった。分子の部分では、人件費では退職手当負担金の減、物件費ではごみ焼却

場の稼働により長崎市への委託料が減ったことなどが、改善の主な要因である。 

〇住民福祉部関係 

質疑： マイナンバーカードの交付状況はどうか。 

答弁： ８月３１日現在で、交付人数が２，８０２名、交付率は約７％となっている。 
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質疑： 入浴施設の利用補助券は使用しない人が多いと聞く。いくつかの選択肢を設けた方が、

制度の目的に合うのではないか。 

答弁： 健康の保持増進という目的で入浴補助券の事業がある。いろんな意見があることから、

高齢者を含めて検討をしていきたいと考えている。 

〇健康保険部関係 

質疑： フッ化物洗口推進事業に使用する薬剤は劇薬であり、薬剤の保管や事業推進の中で先生

も苦労されていると思う。県が進める５年間の事業であるが、継続する場合は財源も必要

になってくる。どう考えているのか。 

答弁： フッ化物洗口については、担当の歯科医師や養護の先生が中心になって実施している。

薬剤の保管はしっかりしているとのことだが確認をしたい。事業を町が続けていくかにつ

いては、今後検討していく。 

質疑： 国体では、おもてなしをはじめイベント開催などがあったが、ねんりんピック長与町交

流大会については、どのようになるのか。 

答弁： 高齢者の祭典ということで、競技だけでなく、交流を深める健康づくり教室などイベン

トも多数準備している。国体より規模は小さくなるが、豚汁やドリンクの無料提供も行う。

小・中学校や吉無田獅子舞保存会の協力も得て実施する。 

〇建設産業部関係 

質疑： 公園砂場検査委託料が組まれているが、公園の砂場については、猫の糞など衛生面から

も、なくす方向にあると思うが、どうか。 

答弁： 砂場については、衛生面や事故もある。存続か廃止については関係自治会と協議を行い、

自治会の意向も踏まえて対応したい。 

質疑： 農産物加工施設の元利償還補助金は、運営が軌道に乗れば支払った部分は返してもらう

とのことだが、今になって返してもらうというのは問題があるのではないか。覚書など書

面が必要だがどうするのか。 

答弁： 覚書を作り取り交わす予定で内部協議は終えており、取り交わす準備を進めている。 

    補助したお金を返してもらうというのは不適切かもしれないが、運営が軌道に乗るまで

期限を区切って補助をするという考え方でいる。 

〇教育委員会関係 

質疑： 学校通学区域検討委員会謝礼５万円は、前年度も同額が計上されている。校区の見直し

の関係と思うが、形式だけに終わっているのではないか。 

答弁： 現在、各校区を点検しているが、洗切小学校区がどのように推移するかについても説明

を加え、時期的なことも含めて検討してもらっている。 

質疑： 町民体育館のトレーニングマシーンを更新したが、利用状況はどうか。 

答弁： ２７年度は８，１８０名が利用、前年比２０．２％アップしている。使用料も２１．６％

アップの８７万１，５２０円となっている。 

主な質疑は、以上のとおり。 

慎重に審査した結果、賛成多数で認定すべきものと決した。
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議案第５１号 平成２７年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

【提案理由・主な内容】 

〇歳入 

収入済額は８９８万３，４６６円で、うち使用料収入は７９０万３千円で収納率は９９．４％

となっている。前年度比は嬉里の一般駐車場収入は約５８万円の増、定期駐車場収入は約３万

４千円の減。吉無田駐車場は約４万３千円の増となっている。収納未済額は４万５，０４０円

で、うち滞納繰越分は３万６，４００円である。 

○歳出 

支出済額は、一般会計繰出金を含め７５１万１，８０１円で、主なものは駐車場管理委託料

４６４万１，１２０円。防犯カメラ賃借料４１万５，８００円。駐車場施設整備工事費３７万

２，６００円などである。 

  以上のような説明があった。 

【主な質疑】 

質疑： 消防設備の不備ということで工事請負費が計上されているが、消防署の検査等で指摘を 

されてのものか。 

答弁： 消防設備点検で不備を指摘された。火災報知器２個、誘導灯４台、泡消火設備、モータ 

ーサイレン１台の取替工事となっている。 

質疑： 防犯カメラの賃借料があるが、何台を設置しているのか。 

答弁：  ７台設置している。 

主な質疑は、以上のとおり。 

慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきものと決した。 

審 査 日  平成２８年９月１２日（月） 

出席委員  喜々津英世   中村美穂   安部 都   金子 恵   安藤克彦 

   岩永政則  山口憲一郎  堤 理志 

説 明 員  荒木総務部長 井川契約管財課長ほか関係職員 


